
膜 を設定 した。実験用義歯は,直 接支台装置にエー

カースクラスプ,RPIク ラスプ,双 子鉤 を設定

した3種 類 とした。実験用義歯に設置 した荷重板

の歯槽頂,頬 側,舌 側の3点 に2kgfの 垂直荷重

を付与 した時の第二小臼歯の変位方向,変 位量を

下 顎運動測 定装置 で測定 した。統計 処理 には

ANOVAとsNK　 testに よる多重比較を用いた。

【結果 ・考察】荷重部位によって支台歯の変位方

向が頬舌的に変化 した。支台装置がエーカースク

ラスプの場合は遠心方向,双 子鉤では近心方向,

RPIク ラスプの場合 は舌側荷重 のみ遠心方向で

他は近心方向となった。また変位量は支台装置が

双子鉤の場合 に有意に小 さな値であった。これは

双子鉤が把持力に優れ,二 次固定効果 と相 まって

義歯床の動揺を抑制 したことによるものと考えら

れた。

以上のことか ら,片 側義歯設計を想定すると本

研究の実験用義歯3種 類の中では,支 台歯の保護

や機能回復率の向上の点から双子鉤が最も有利で

あることが示 された。

5)下 顎片側遊離端義歯の支台装置が支台歯の

挙動に及ぼす影響

○関根 貴仁,山 森 徹雄,清 野 和夫

(奥羽大・歯・歯科補綴)

【背 景】下顎片側遊離端欠損症例では,反 対側

に間接支台装置を持たない片側義歯を設計せ ざる

を得ない症例をしば しば経験する。片側義歯の支

台装置選択に関してこれ まで多くの研究がなされ

ているが,臨 床における片側義歯の設計指針に直

結する基準はいまだ明確にされていない。

【目 的】支台装置の違いが支台歯の挙動に及ぼ

す影響 を検討 し,下 顎片側遊離端欠損に対す る片

側義歯の設計指針を確立することを目的 とした。

【方 法】実験用模型は,中 程度の骨吸収 を想定

した片側遊離端欠損 とし,支 台歯に全部鋳造冠を

装着 して,軟 性裏層材により擬似粘膜 と擬似歯根


